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え
び
の
だ
け
で
な
く
、
県
内
で
も
65
歳

以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

事
故
の
割
合
は
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
早
急
な
事
故
防
止
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　交通事故は一瞬の出来事です。ちょっとした不注意で、
誰もが加害者にも被害者にもなり得ます。交通事故を未然
に防ぐために、私たちはどうすればよいのでしょうか。

交通事故
ゼロを目指して 今こそ考えよう! 交通安全

私
た
ち
と
一
緒
に
、
交
通
安
全

に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
！

ま
ず
は
、
県
内
や
え
び
の
市
の

交
通
事
故
の
現
状
か
ら
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

生
活
の
た
め
に

車
が
必
要
な
ベ
テ
ラ
ン

ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
に

宮
崎
県
が

呼
び
か
け
て
い
る
の
が

「
制
限
運
転
」
で
す
！

交
通
事
故
を
防
止
し

運
転
寿
命
を
伸
ば
す
た
め
に
も
、

次
の
ペ
ー
ジ
の
5
つ
の
心
得
を

覚
え
て
、
制
限
運
転
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
！

　

え
び
の
警
察
署
管
内
で
は
、
全
体
の
事

故
件
数
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
7
年

連
続
で
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

事
故
の
中
で
多
く
発
生
し
て
い
る
の
が
、

「
い
つ
も
通
っ
て
い
る
道
だ
か
ら
大
丈
夫
」

と
い
う
過
信
で
、
確
認
が
曖
昧
な
ま
ま
走
っ

て
し
ま
い
、
ぶ
つ
か
る
事
故
で
す
。
ま
た
、

駐
車
場
内
で
の
確
認
不
足
に
よ
る
事
故
が

3
割
程
度
を
占
め
る
な
ど
、
気
を
付
け
れ

ば
防
げ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
事
故
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ

て
は
死
亡
事
故
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

事
故
を
起
こ
す
と
、
自
分
や
被
害
者
だ

け
で
な
く
、
被
害
者
の
家
族
や
自
分
の
家

族
の
人
生
も
狂
わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
事

故
を
起
こ
し
て
か
ら
「
も
っ
と
確
認
す
れ

ば
よ
か
っ
た
」、「
気
を
付
け
れ
ば
よ
か
っ

た
」
と
後
悔
し
て
も
時
間
は
戻
り
ま
せ
ん
。

自
分
は
大
丈
夫
だ
と
過
信
せ
ず
、
事
故
を

起
こ
し
た
ら
ど
ん
な
未
来
に
な
る
の
か
考

え
て
、
運
転
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

え
び
の
市
は
、
生
活
す
る
た
め
に

車
が
必
要
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ベ

テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
い
の
が
現

状
で
す
。

　

交
通
指
導
な
ど
で
街
頭
に
立
っ
て

い
る
と
、
裏
道
や
近
道
を
熟
知
し
て

い
る
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
ほ
ど
、

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
制
服
姿
の
私
た
ち
を
見
て

も
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
こ
と
は
な
く
、

周
囲
の
状
況
を
あ
ま
り
把
握
し
て
い

な
い
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

曲
が
り
角
で
、
車
が
来
て
い
る
の

に
「
い
け
る
だ
ろ
う
」
と
曲
が
っ
て
、

ぶ
つ
か
り
そ
う
な
ヒ
ヤ
ッ
と
す
る
場

面
も
何
度
も
見
て
い
ま
す
。
自
分
は

大
丈
夫
だ
と
い
う
過
信
が
危
険
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

車
は
凶
器
と
一
緒
で
す
。
事
故
は

一
瞬
で
す
。
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
ら

初
心
に
返
っ
て
、
安
全
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

そ
の
過
信
が

多
く
の
人
を
悲
し
ま
せ
ま
す

田村 誠一さん
交通指導員

参考：宮崎県警察本部「宮崎県内の交通事故発生状況」、
　　　「えびの警察署の交通事故発生状況」

※交通事故の当事者の中で、一番過失が重い人

え
び
の
市
の
現
状
に
つ
い
て

制
限
運
転
と
は
？

　
え
び
の
市
の
事
故
発
生
件
数
は
、
県
内
と
同
様
、

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
第
一
当
事
者
を

年
代
別
で
見
る
と
、
65
歳
以
上
が
51.
7
％
を
占
め
、

高
齢
者
に
よ
る
事
故
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

移
動
手
段
と
し
て
自
家
用
車
を
手
放
す
こ
と
が
で
き

ず
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
が
難
し
い
高
齢
者
が

多
く
存
在
す
る
の
が
実
情
で
す
。

　
運
転
前
に
自
身
の
体
調
・
運
動
能
力

を
把
握
し
、
運
転
し
な
い
時
間
帯
や
場

所
・
状
況
を
決
め
る
こ
と
で
、
無
理
な

運
転
を
控
え
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る

取
り
組
み
で
す
。
全
国
的
に
は
「
補
償

運
転
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
え
び
の
市
で
は
「
田
の
神
さ
あ
制
限

運
転
」
と
名
付
け
、
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■交通事故発生状況

■第一当事者※・年代別事故発生状況（令和元年）

〈県内〉

〈えびの市〉

〈えびの市〉 20 歳代（3.4%）

え
び
の
で
は
、
こ
の
よ
う
な

ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
の
姿
を

よ
く
見
か
け
ま
す
ね
。

市
民
の
安
全
を
見
守
っ
て

く
れ
て
い
る
人
た
ち
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

交通事故発生件数 6,621 7,446 8,293

令和元年 平成 30 年 平成 29 年

死者 39 34 42

負傷者 7,432 8,224 9,251

交通事故発生件数 29 48 85

令和元年 平成 30 年 平成 29 年

死者 2 1 1

負傷者 32 51 97

30 歳代
（13.8%） 40 歳代

（3.4%）

50 歳代
（13.8%）

65 歳以上
（51.7%）

60 〜 64 歳
（13.8%）

三樹真一課長
地域交通課

えびの警察署
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●都城運転免許センター　☎ 0986-25-9999（直通）　●えびの警察署　☎33-0110最寄りの窓口

運転適性相談
宮崎県警察本部では、警察職員や看護師が、認知症や一定の病気のある人、運転に不安を感じている人、
その家族などからの相談を受け付けています。秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

前松原地区は過去に凄惨な事故
があったこともあり、普段から
安全運転に対する意識が強い人
が多いと思います。長く運転生
活を続けるためにも、今回宣誓
した内容を意識してさらに気を
付けていきたいです。

　

10
月
16
日
、「
田
の
神
さ
あ
制

限
運
転
宣
誓
式
」
が
行
わ
れ
、

前
松
原
地
区
の
15
人
が
制
限
運

転
を
心
掛
け
る
こ
と
を
宣
誓
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ベ
テ
ラ
ン

ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
が
運
転
を
控

え
る
時
間
帯
や
場
所
な
ど
に
関

す
る
ル
ー
ル
を
決
め
て
実
践
す

る
こ
と
で
、
交
通
事
故
を
防
止

し
よ
う
と
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
宣
誓
項
目
の
中

で
心
掛
け
る
こ
と
へ
の
チ
ェ
ッ

ク
と
署
名
を
し
、
代
表
で
前
松

原
地
区
自
治
会
長
の
𠮷
田
勉
さ

ん
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

15
人
の
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー

田
の
神
さ
あ
制
限
運
転
を
宣
誓

12
月
は「
飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間
」で
す
!!

※
制
限
運
転
宣
誓
は
、
実
施
す
る
こ
と
を
心

掛
け
、
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
目
的
な
の

で
罰
則
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

𠮷田 勉さん
前松原自治会長

せいさん

　
え
び
の
市
内
で
は
、
交
通
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

交通事故防止の
取り組み

街 頭 キ ャ ン ペ ー ン

カ ー ブ ミ ラ ー 清 掃 活 動

年 4 回、えびの地区交通安全協会やさまざま
な団体が連携して、街頭キャンペーンを行って
います。市内各所で交通安全の啓発チラシを配
るなどして、安全運転を呼びかけています。

交通事故を少しでも減らそうと、毎年、えびの市交通
指導員会が市内のカーブミラーの清掃を行っています。
汚れが付着したミラーを丁寧に磨き、ドライバーが
見やすくなるようにしています。

　

こ
れ
か
ら
年
末
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
飲
酒

の
機
会
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

宮
崎
県
交
通
安
全
対
策
推
進
本
部
で
は
、
12

月
の
1
カ
月
を「
飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間
」

と
し
て
、
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
、
飲
酒
運

転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故
の
発
生
の
防
止

に
努
め
ま
す
。

え
び
の
の
人
や
ま
ち
の

安
全
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
や
そ
れ
を
支
え
る
人
た
ち

が
い
ま
す
。

改
め
て
一
人
一
人
が
交
通
安
全
に

対
す
る
意
識
を
し
っ
か
り
と

持
ち
ま
し
ょ
う
！

こ
れ
か
ら
も
見
守
っ
て
い
き
ま
す
！

飲 酒 運 転（ 酒 酔い・酒気帯び）
による交 通事故件 数

飲 酒 運 転は犯 罪です!!

53 件
宮崎県内

負傷 者：74 人   死 者：2 人
参考：宮崎県警察本部　「令和元年宮崎県の交通事故」

自
転
車
で
も

飲
酒
運
転
に
な
り
ま
す
！

ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

自
分
の
運
転
能
力
を
考
え
て
、

無
理
を
し
な
い
運
転
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

絶 対にしない !
させない！
許さない！

えびの市初！

交 通 安 全
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国庫
支出金2,609,706（57.7％）

4,520,255

■お問い合わせ先：えびの市立病院
☎ 33‐1023

◎病院業務量
（令和 2 年 4 月１日～令和 2 年 9 月 30 日）
病床数・・・・・・・・・・・・・　50 床
入院患者数・・・・・・・・　延べ 4,596 人
外来患者数・・・・・・・　延べ 10,061 人
入院１日平均・・・・・・・・・・　25.1 人
外来１日平均・・・・・・・・・　　82.5 人

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業収益 840,311 361,185 361,185 43.0

医業収益 631,121 263,862 263,862 41.8

医業外収益 200,289 97,323 97,323 48.6

特別利益 8,901 0 0 0.0
収入の医業収益は、診療報酬や手数料、他会計負担金など。医業外収益は、他会計補助金など。
特別利益は、固定資産売却益など。

【事業収入に関する事項】 ［単位：千円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業費用 1,036,727 346,679 346,679 33.4

医業費用 1,025,885 346,452 346,452 33.8

医業外費用 1,441 227 227 15.8

特別損失 8,901 0 0 0.0

予備費 500 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：千円］

支出の医業費用は、給与費、材料費、経費、減価償却費など。医業外費用は、企業債の償還利息など。
特別損失は、固定資産売却損など。

◎借入金残高                     1,099 万円

区　　分 借入金残高 前年同期残高
一般会計 8,688,176 8,589,109
産業団地整備事業特別会計 963,435 69,445

【市債の状況】 ［単位：千円］

歳出

15 億

予算現額（千円）
支出済額（千円）

35 億

予
算
の
執
行
状
況
を

公
表
し
ま
す

※グラフは、それぞれ令和元年度からの繰越予算を含めた額です。
※歳出予算の「その他」は、議会費、労働費、消防費、災害復旧費、
　公債費などです。
※歳入予算の「その他」は、地方譲与税、分担金及び負担金、使用料及び
　手数料、財産収入、寄附金、諸収入などです。

25 億

508,025（56.4％）

5 億 10 億 30 億

民生費

総務費

衛生費

土木費

その他

農林水
産業費

商工費

399,172（34.2％）

699,552（39.6％）

383,653（30.4％）

705,883（31.5％）

～
～

20 億

2,748,222（57.1％）

◎水道業務量
（令和 2 年 4 月 1 日～令和 2 年 9 月 30 日）
給水戸数・・・・・・・・・・・　8,455 戸
給水人口・・・・・・・・・・・16,811 人
上半期給水量・・・・・・・・　955,996 ｍ3

１日平均給水量・・・・・・・・　5,224 ｍ3

１人１日平均給水量・・・・・・　310.7㍑
普及率・・・・・・・・・・・・・　89.4％

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業収益 414,423 162,518 162,518 39.2

営業収益 359,425 162,081 162,081 45.1

営業外収益 23,936 435 435 1.8

特別利益 31,062 2 2 0.0
収入の営業収益は、水道料金、手数料、水道加入金など。営業外収益は、預金利息、雑収益など。

【事業収入に関する事項】 ［単位：千円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業費用 461,133 165,898 165,898 36.0

営業費用 410,274 153,896 153,896 37.5

営業外費用 29,642 11,518 11,518 38.9

特別損失 20,717 484 484 2.3

予備費 500 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：千円］

支出の営業費用は、原水および浄水費、配水および給水費、総係費、減価償却費など。営業外
費用は、企業債の償還利息など。

◎借入金残高　　　    19 億 356 万円

■お問い合わせ先：市水道課 経営管理係
☎ 35‐1113（課直通）

会　　　計
歳　　入 歳　　出

予　算　額 収　入　済　額 予　算　額 支　出　済　額
国民健康保険特別会計 3,049,604 1,365,721 3,049,604 1,166,432

介護保険
特別会計

保険事業勘定 3,481,124 1,675,690 3,481,124 1,346,696
介護サービス事業勘定 22,913 12,302 22,913 7,882

後期高齢者医療特別会計 676,945 412,897 676,945 226,468
産業団地整備事業特別会計 724,699 166,856 724,699 88,408

合　　　計 7,955,285 3,633,466 7,955,285 2,835,886

【特別会計の予算執行状況】 ［単位：千円］

歳入
予算現額（千円）
収入済額（千円）

地方
交付税

県
支出金

繰越金

その他

繰入金

35 億

市債

4,988,729

4,810,139

1,766,779

1,165,822

1,262,895

901,313

2,242,481

2,184,314（43.8％）

25 億 5 億15 億30 億 10 億20 億

0（0％）

626,322（100.0％）

341,842（13.7％）

103,051（6.2％）

640,520（39.7％）

4,322,686

2,491,698

1,663,893

1,318,968

626,322

1,614,395

2,731,249（63.2％）

～
～

一 般 会 計

病 院 事 業水 道 事 業

用 語 説 明
福祉や教育、公園や道路建設など
の市の基本的な事業を行う会計で
す。市税や地方交付税などを主な
財源としています。

一般会計

特定の収入を特定の支出に充てて
事業を行う会計です。市では、国
民健康保険、介護保険などがこれ
に該当します。

特別会計

国から地方自治体に交付される補
助金や委託金などのことです。

国庫支出金

市がさまざまな事業を行うとき、
長期にわたって借りるお金のこと
です。

市債

■お問い合わせ先
市財政課財政係 ☎ 35‐3716（課直通）

　

令
和
2
年
度
の
え
び
の
市
の
一
般
会
計
予
算
額
（
令
和
2
年
9
月
30
日
現
在
）
は
、
歳
入
・
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
1
8
2
億
7
0
6
7
万
6
千
円
で
、
こ
の
ほ
か
に
令
和
元
年
度
か
ら
の
予
算
の
繰
越
が
、

2
億
7
5
5
6
万
7
千
円
あ
り
、
合
計
で
1
8
5
億
4
6
2
4
万
3
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
合
計
額
に
対
し
て
、
令
和
2
年
9
月
30
日
現
在
の
収
入
済
額
は
、
81
億
9
0
2
0
万
1
千
円

で
収
入
済
率
44

・

2
％
、
支
出
済
額
は
、
80
億
3
0
3
6
万
1
千
円
で
支
出
済
率
43
・
3
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

地方公共団体が等しくその行うべ
き事務を遂行できるよう、一定の
基準により国から交付されるお金
です。

地方交付税

401,540（28.5％）
教育費 1,408,085

市税
1,137,511（57.2％）

1,988,026
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各部門表彰者

　

令
和
2
年
度
え
び
の
市
市
民
表
彰
式
が
11
月
3
日
、
え
び
の
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
度
の
受
賞
者
は
、各
部
門
で
貢
献
さ
れ
て
き
た
5
人
で
す
。

　

令
和
2
年
度
の
市
民
表
彰
で
は
、
市
民
に
公
募
を
行
い
、
候
補
者
の
中
か
ら

表
彰
審
議
会
の
審
議
に
よ
り
、
受
賞
者
を
決
定
し
た
も
の
で
す
。

問
市
企
画
課 

秘
書
係　

☎
35
‐
1
1
1
1
（
内
線
３
０
２
）

池嶋 幸さん
［亀沢・82 歳］

源嶋 静義さん
［大明司・84 歳］

明石 ミツ子さん
［島内・87 歳］

みゆきよしひろ

しずよし

【功績】亀沢区長、亀沢自治会
長を通算で 11 年間務め、地域
課題の解決と地域社会の振興
に尽力された。「真幸まちづく
り 協 議 会 」の 発 足 か ら 7 年 間
にわたり会長を務め、防災意
識の向上や子ども食堂寺子屋
ランチの開催などに取り組み、
協議会の発展と円滑な運営に
尽力された。

【功績】「大明司高齢者クラブ」
の会長として、グラウンドゴ
ル フ や 百 歳 体 操 の 推 進 な ど、
積極的な活動と運営に尽力さ
れた。「えびの市高齢者クラブ
連合会」の会長等を務め、福
祉推進活動等への意欲的参加
や、さまざまな行事の開催と
運営に尽力され、社会福祉の
意識高揚に貢献された。

【功績】昭和 52 年に「えびの
市舞踊協会」を設立し、42 年
にわたり会長を務め、日本舞
踊の振興と後進の育成に貢献
された。産業文化祭や福祉の
祭典などの行事では、舞踊各
流派、社中に対する参加の働
きかけと場内練り歩きの先導
を行うなど、市内舞踊団体の
中心となって活動された。

え
び
の
市
発
展
の
た
め
に
尽
力

地方自治部門

公共福祉部門 教育・芸術・体育・文化部門

福永 好博さん
［内竪・88 歳］

川野 信広さん
［栗下・68 歳］

【功績】「中内竪土地改良区」の
設立から「えびの市土地改良区」
に合併するまでの 12 年間、理
事長を務められた。ほ場整備を
重要視し、諸事業に取り組み、
農地の有効利用等に貢献され
た。「えびの市土地改良区」で
は理事を務め、課題解決と体制
強化に取り組み、農業の振興と
発展に尽力された。

【功績】「宮崎県断酒友の会・え
びの支部」で 13 年間、支部長
を務められた。会員やその家族
への支援など、積極的な活動を
行い、アルコール依存症等にお
ける断酒の啓発に尽力された。
市外からの行事等への参加を広
く受け入れ、市外での活動にも
意欲的に取り組むなど、会の運
営等に貢献された。

産業経済部門

市民生活部門

広報 広報令和2年11月号 令和2年11月号9 8

防犯功労者表彰受賞者表敬訪問

地域の安全・防犯活動に貢献

10

13

　防犯功労者表彰を 4 人が受賞しました。こ
れは、地域安全活動・防犯活動に功労のあった
人が表彰されるものです。今年度は、新型コロ
ナウイルスの影響により表彰式が行われなかっ
たため、市役所で伝達・授与が行われました。
　九州防犯協会連絡協議会防犯功労者を小園武
男さん、宮崎県防犯協会連合会防犯功労者を吉
留貞夫さん、えびの地区防犯協会防犯功労者を
中村守子さん、西道覚三さんが受賞しました。

地産地消応援学校給食

地元の特産品を味わう

10

8

　市では、新型コロナウイルスの影響を受けた
和牛肉の消費拡大と地産地消への理解を図るた
め、市内小中学校の給食でえびの産の牛肉を提
供しました。提供されたのはビーフシチュー約
1500 食で、76kg の牛肉が使われました。
　上江小学校 3 年の永前碧

あ お と

大くんは、「牛肉が
やわらかくておいしかったです。これからも給
食で出てくれるとうれしいです」と話していま
した。

災害廃棄物の処理等に関する協定

10

9

　市役所本庁で「災害廃棄物の処理等に関する
協定調印式」が行われました。今回、一般社団
法人宮崎県産業資源循環協会と「災害時におけ
る廃棄物の処理等に関する協定」、宮崎県環境
保全事業連合会と「災害時におけるし尿等の収
集運搬に関する協定」を締結しました。
　これらの協定は、災害発生時に廃棄物の撤去
や処分、し尿等の収集運搬に迅速に対応するた
めに結ばれたものです。

災害時の連携体制を整える

JOC ジュニアオリンピックカップ全国
中学生陸上競技大会2020出場報告

全国大会でも良い結果を

10

14

　飯野中学校 3 年の山田祈
き よ

世さんが JOC ジュ
ニアオリンピックカップ全国中学生陸上競技大
会 2020 の女子走高跳に出場することを市長に
報告しました。
　山田さんは、「自分の可能性を無限大に発揮
し、ベストな記録が残せるように頑張りたいで
す」と話していました。
　大会は、10 月 16 日から 18 日にかけて横浜
市の日産スタジアムで行われました。
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シルバー人材センターボランティア

気持ちよく利用してもらうために

10

23

　永山運動公園で、えびの市シルバー人材セン
ターの会員 54 人が、ボランティアで清掃作業
を行いました。これは、シルバー人材センター
の事業の普及啓発を促進することと、公園を訪
れた人に気持ちよく利用してもらうことを目的
に、同センターが毎年実施しているものです。
　藤嶋勉理事長は、「センターの普及啓発を図
りながら、皆さんが気持ちよく利用できるよう
に活動を続けています」と話していました。

家庭教育講演会

音楽に合わせて読み聞かせ

10

17

　市文化センターで「家庭教育講演会」が行わ
れました。これは、えびの市子育て支援事業と
して行われたものです。今回の講演会は、フリー
アナウンサーの横山美和氏とハープ奏者の古賀
鈴子氏による「親子で楽しむ朗読と音楽」が行
われました。
　親子での参加など、約 100 人が音楽に合わ
せた絵本の読み聞かせによる癒しの空間を楽し
んでいました。

日章学園創立70周年記念
えびの秋の稲刈り体験学習

地域貢献の大切さを学ぶ

10

20

　学校法人日章学園国際高等学校の生徒 4 人
を対象に、市国際交流センター前の田んぼで稲
刈り体験が行われました。これは、市外出身の
生徒 4 人にえびの愛を深めてもらい、地域貢
献の大切さを学んでもらうことを目的に行われ
ました。
　生徒会長の松尾大志さんは、「生産者と一緒
にお米作りに携わったことで、生産者に感謝す
ることができました」と話していました。

令和2年度戦没者追悼式

戦没者の冥福と平和を祈る

10

23

　市文化センターで「令和 2 年度戦没者追悼式」
が行われました。式には、遺族など約 140 人
が参加し、戦没者の慰霊を行いました。
　式典では、戦没者の冥福と世界恒久平和を
願って、参加者全員で黙とうを行った後、遺族
の代表者などが献花を行いました。
　また、岡元小学校 6 年の池牟禮弥

み り あ

曖さんと
飯野中学校 3 年の木元洸

こ う や

陽さんが平和への誓
いを述べました。

きっとハロウィン

10

31

　小林市の TENAMU ビルで「きっとハロウィ
ン」が行われました。これは、吉都線の活性化
を目的に、飯野高校生が企画・実施したもので
す。イベントには、22 人の児童が参加し、吉
都線を利用して会場に集まりました。
　同校 3 年の川副佑馬さんは、「コロナの影響
で観光列車のチャーターはできませんでした
が、違う形で吉都線活性化のためのイベントが
できて良かったです」と話していました。

二木あい氏ワークショップ

環境問題について考える 吉都線の活性化を目指して

11

4

　飯野麓橋付近の河川敷で、九州きりしまえび
の特別環境大使の二木あい氏と mymizu のマ
クティアマリコ氏による「環境について学ぶ
ワークショップ」が行われました。飯野高校生
を対象とし、二人の活動の話や環境に関するク
イズなどが行われました。同校 2 年の坂元伸

しん

晟
せい

さんは、「自然と共存しているのだと実感しま
した。エコバック使用などできることからやっ
ていきたいです」と話していました。

飯野高等学校支援事業
起業家育成セミナー

弱みと魅力を掛け合わせて

10

17

　飯野高等学校で「起業家育成セミナー」が行
われました。これは、市の飯野高等学校支援事
業として行われたものです。
　講師に宮崎大学地域資源創生学部講師の土屋
有氏を招き、「地域の課題・魅力からのビジネ
ス創出～事業の立ち上げ方とポイント」と題し、
講話が行われました。土屋氏から「地域の課題
が起業のチャンスになります」と話していまし
た。参加者は、真剣に耳を傾けていました。

J.FC MIYAZAKI 選手・スタッフによる
サッカー教室

J.FC にサッカーを学ぶ

10

31

　永山運動公園で、J.FC MIYAZAKI 選手・スタッ
フによるサッカー教室が行われました。
　サッカー教室には、未就学児 2 人、小学生
10 人、中学生 8 人、高校生 10 人の計 30 人が
参加しました。
　飯野高校 2 年サッカー部主将の有馬大成さ
んは、「自分の行動で、仲間の動作が変わるこ
とを学びました。とても有意義な練習になりま
した」と話していました。



畜　

産

　

10
月
27
日
、
株
式
会
社
ミ
ヤ
チ
ク
高

崎
工
場
で
第
62
回
宮
崎
県
畜
産
共
進
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
肉
用
種
種
牛
の

部
が
中
止
と
な
り
、
枝
肉
の
部
の
み
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
か
ら
は
、
肉
豚
枝
肉
の
部

に
1
人
、
肉
牛
枝
肉
の
部
に
4
人
が
出

品
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

11
月
3
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
令

和
2
年
度
地
域
活
性
化
活
動
実
践
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。同
報
告
会
で
は
、

え
び
の
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
鈴
木

尚
洋
隊
員
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

鈴
木
隊
員
は
、
平
成
30
年
11
月
に
着

任
し
、
京
町
温
泉
活
性
化
や
矢
岳
高
原

活
性
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
お
こ

し
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
報
告
会
で

は
、
協
力
隊
に
な
る
前
の
生
活
や
協
力

隊
と
し
て
行
っ
て
い
る
活
動
な
ど
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
隊
員
は
、「
え
び
の
市
は
魅
力

が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
宝
の
山
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ど
う
や
っ
て

世
界
に
発
信
し
て
い
く
の
か
考
え
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
大
事
な
の
は
、
そ

こ
に
住
む
人
が
ど
れ
だ
け
そ
の
生
活
を

楽
し
ん
で
い
る
か
だ
と
思
い
ま
す
。
私

自
身
も
こ
の
生
活
を
思
い
っ
き
り
楽
し

ん
で
、
自
分
な
り
に
発
信
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【
肉
豚
枝
肉
の
部
】

・
優
等
賞
主
席
（
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
）

森
留 

浩
太
さ
ん
（
大
明
司
）

【
肉
牛
枝
肉
の
部
】

・
優
等
賞
5
席

吉
留 

弘
さ
ん
（
永
山
）

・
1
等
賞

松
下 

啓
紀
さ
ん
（
下
浦
）

・
1
等
賞

神
田 

譲
市
さ
ん
（
南
原
田
）

・
2
等
賞

宮
原 

智
憲
さ
ん
（
白
鳥
）

第
62
回
宮
崎
県
畜
産
共
進
会

肉
質
向
上
を
目
指
す

問
市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室　

☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）

協　

働

問 地
域
活
性
化
活
動
実
践
報
告
会

市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係　

☎
35
‐
1
1
1
8
（
直
通
）

優等賞主席を獲得した森留浩太さん（左）、一政さん（右）

優等賞 5 席を獲得した吉留さんの肉牛枝肉

商　

工

　

10
月
12
日
、
市
役
所
で
「
え
び
の
ブ

ラ
ン
ド
認
証
書
交
付
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
制
度
で
は
、
地
域
の
優
良

産
品
を
、
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
他

産
品
と
区
別
化
し
付
加
価
値
を
付
け
て

売
り
出
す
こ
と
で
、
特
産
品
の
販
売
促

進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
、
誘
客
、
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
、
地
域
の
優
良
産
品
の
発
掘

や
新
た
な
特
産
品
の
開
発
の
契
機
と
な

る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
新
た
に
認
証
さ
れ
た
の
は
、

株
式
会
社
小
僧
寿
し
南
九
州
の
「
味
付

焼
豚
足
」
で
す
。
今
回
で
、
え
び
の
ブ

ラ
ン
ド
認
証
を
受
け
た
産
品
は
合
計
18

品
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
小
僧
寿
し
南
九
州
の
渕
上

京
子
さ
ん
と
元
田
い
つ
え
さ
ん
は
、「
こ

の
認
証
を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の
人
に

食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
さ
ら
に
頑

張
っ
て
、
良
い
商
品
を
作
っ
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
味
付
焼
豚
足
」が

え
び
の
ブ
ラ
ン
ド
認
証

問
市
観
光
商
工
課 

商
工
係　

☎
35
‐
3
7
2
8
（
直
通
）

教　

育

問 え
び
の
市
指
導
力
向
上
自
主
勉
強
会

市
学
校
教
育
課 

教
育
係　

☎
35
‐
3
7
2
1
（
課
直
通
）

認証を受けた味付焼豚足

株式会社小僧寿し南九州の元田さん、渕上さん（右から）

地域おこし協力隊の活動報告をする鈴木隊員 唐仁原校長による講義

　

10
月
23
日
、市
役
所
本
庁
で
市
内
小
・

中
学
校
の
教
職
員
を
対
象
に
、
え
び
の

市
指
導
力
向
上
自
主
勉
強
会
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
・
中
学
校
の

教
職
員
同
士
の
交
流
と
人
材
育
成
を
目

的
に
、
今
年
の
7
月
か
ら
月
2
回
程
度

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
講
師
に
飯
野
小
学
校
の
唐

仁
原
幸
吉
校
長
を
招
き
、「『
し
く
じ
り

先
生
に
学
ぶ
』
人
生
の
教
訓
」
と
い
う

演
題
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
唐
仁

原
校
長
は
、「
教
職
経
験
の
浅
い
先
生

が
、
新
た
な
こ
と
に
挑
む
姿
勢
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
周
囲
が
心
配
し
、
協

力
体
制
が
強
ま
れ
ば
、
結
果
と
し
て
学

校
の
組
織
力
が
上
が
り
ま
す
」
な
ど
、

教
員
人
生
で
学
ん
だ
教
訓
や
自
身
の
教

育
理
念
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

上
江
小
学
校
の
高
田
峻
輔
教
諭
は
、

「
非
常
に
勉
強
に
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
も
ら
い
ま
し
た
。
今
回
の
講
義
を
生

か
し
て
、
よ
り
一
層
、
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

自主勉強会には市内の教職員が参加しました
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「
ま
ず
は
着
物
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
っ

て
、
舞
踊
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
」
と
話
す
の
は
、
え
び
の
市
芸
術
文
化

協
会
会
長
の
田
畑
と
し
子
さ
ん
で
す
。

　

田
畑
さ
ん
は
、
同
協
会
の
会
長
を
務
め
て

5
年
目
で
す
。
長
き
に
わ
た
っ
て
、
日
本
舞

踊
を
続
け
て
い
ま
す
。「
舞
踊
歴
は
約
40
年

で
す
。仙
田
流
に
入
っ
て
32
年
、師
範
に
な
っ

て
22
年
で
す
。
今
年
の
3
月
に
は
、
古
典
舞

踊
の
祭
典
で
あ
る
『
宮
日
名
流
会
』
で
舞
を

披
露
し
ま
し
た
」

　

ど
の
流
派
も
高
齢
化
が
進
み
、
人
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
悩
み
だ
と
話
す
田
畑

さ
ん
。「
舞
踊
は
着
物
を
着
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
今
の
若
い
世
代
の
人
は
着
物
を

着
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本

の
伝
統
で
あ
る
着
物
に
積
極
的
に
触
れ
て
ほ

し
い
で
す
し
、
そ
こ
か
ら
舞
踊
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
」

　

今
年
は
、
芸
術
文
化
協
会
が
実
施
・
参
加

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
と
ん
ど
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
に
な
っ
て
い
ま

す
。「
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
新
し
い
会
員
も

増
え
て
い
ま
す
が
、
披
露
す
る
場
が
な
く
て

寂
し
い
で
す
。
全
体
の
会
員
は
増
え
て
い
ま

す
が
、
団
体
に
よ
っ
て
は
高
齢
化
で
減
っ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
芸
術
文
化
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
活
動
を
続
け
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
が
、
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
計
画

し
て
い
く
の
で
、
皆
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
芸
術
文
化
に
関
わ
る

人
が
増
え
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
思
い
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

芸
術
文
化
に
関
わ
る
人
が

増
え
て
ほ
し
い

えびの市芸術文化協会 会長

田畑 とし子さん
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企業ウォッチング

市内事業所のPR

会社概要

事業所概要 働く人の声

家 庭 教 育 学 級 通 信

広報 令和2年11月号 14

市では、市内の事業所情報を市民に提供し地元企業の

認知度を高め、市内事業所への就業先選択の拡大を図

るために、平成28年度から掲載を希望する事業所の募

集を行い、広報えびので紹介しています。詳しくは市観

光商工課商工係までお問い合わせください。

市観光商工課 商工係　☎35-3728

センコービジネスサポート株式会社　えびの BPO センター

　センコービジネスサポート株式会社は、令和元年11月にえびの市と企
業立地協定を結び、3月にえびの BPO センターを開設しました。同社は、

「The Professional Partner ～信頼をつむぎ、真心をこめて～」をスロー
ガンに、電話応対やデータ入力業務、書類作成などの事務代行サービス、
人材派遣業、人材教育・研修などを行っています。本社は、延岡市にあり、
事業所が東京都と大阪府にあります。
　えびの BPO センターでは、主に電話応対とデータ入力業務を行ってい
ます。定期的に本社の品質向上担当者による研修が行われるため、未経
験者でも安心して働くことができます。
　お客さまを大切にすることはもちろん、従業員が働きやすい環境をつ
くるため、レクリエーションなど実施し、会社全体での雰囲気づくりに取
り組んでいます。また、新卒者への家賃負担（条件あり）やインフルエン
ザ予防接種などの費用補助、各種手当など、福利厚生が充実しています。

執務室

データ入力作業風景

地元で働ける会社を探していたときに、イン
ターネットで採用情報を見つけました。4月
から勤務し、電話応対やデータ入力業務を
行っています。お客さまに対して、より丁寧な
対応をできるように心掛けています。職場は、
和気あいあいとしていて、仲が良く、とても働
きやすい環境です。

昨年度実施したイチゴ摘み

飯野中学校
家庭教育学級長

大野 修 さん

VOL.22

　令和2年度の飯野中学校家庭
教育学級は、17人の学級生でス
タートしました。
　今年度は、新型コロナウイル
スの影響で、例年恒例の行事や
小・中学校合同のイチゴ摘みな
どが年度当初からすべて中止と
なり、親子での体験活動の場が
ありません。
　8月4日に年度初の飯野中学校
開級式を行い、新型コロナウイ
ルスの現状や今後の状況を見て、
校長先生や教頭先生、PTA 会長
など、皆さんの意見を聞いて、10

月末までは活動自粛という結論
を出しました。
　「コロナに負けるな」を合言葉
に、11月末には宮崎県庁教育課
への視察研修を企画しています。
なかなか行けない所・人に出会
い、素朴な疑問など、話を聞いて、
今後の子育てへの良い勉強にな
ればと思います。
　今年度は、なかなか行事など
の実施が難しい状況ですが、飯
野中学校家庭教育学級では、例
年通りみんなで仲良く楽しく家
庭教育を学んでいきます。

所在地 えびの市大字向江 554-1　2 階

本社所在地 延岡市天下町 1176-13

事業内容 事務代行サービス（電話応対、データ入
力業務）

開設 令和 2 年 3 月

従業員 21 人（えびの出身者：12 人）

電話番号 0982-90-9090
上
か ん だ

田 なつきさん



市 民 の お す す め の 一 冊

つきのよるに
いもとようこ 作・絵

（岩崎書店）

飯野保育園 保育士
前原こず恵さんのおすすめ

■おすすめコメント
　月の夜に生まれたカモシ
カの赤ちゃんとその母親の
子育てを通じて、人間の子
育てにも大切なことを教え
てくれます。大人にも読ん
でほしい心に響く絵本です。

twitter 始めました！
えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://ebino-city-lib.jp/
開館時間 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（12月） 時　間

飯野地区コミュニティセンター 4日（金）、
18日（金） 14：05～14：30

飯野駅前地区体育館→飯野出張所 9日（水） 14：05～15：15

麓橋団地→大平職員宿舎→自衛隊
官舎 11日（金） 14：50～16：30

岡元小学校→市立病院→さくら苑 2日（水）、
16日（水） 13：15～15：15

プラッセだいわ→真幸地区体育館
→老人福祉センター

3日（木）、
17日（木） 14：05～16：30

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

コ
ロ
ナ
禍
に
打
ち
勝
つ
術
は
今
は
無
く

終
息
願
い
マ
ス
ク
を
作
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
野
桂
子

　
立
冬
に
始
ま
り
小
雪
の
季
に
入
り
ゆ
く
。熟
れ
た
柿
の
実
を
つ
い
ば
む
メ
ジ
ロ
、
菊

の
香
の
か
お
る
四
季
で
一
番
す
ば
ら
し
い
項
。何
故
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
が
見
え

な
い
の
か
。あ
る
小
春
日
和
の
縁
側
で
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
祈
り
つ
つ
マ
ス
ク
を
作
る
作

者
の
心
根
の
や
さ
し
さ
が
表
現
さ
れ
た
詠
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
） 

耳
に
手
を
添
え
て
語
ら
い
日
向
ぼ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
坂
伊
左
郎

　
窓
際
で
日
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
な
が
ら
会
話
し
て
い
ま
す
。お
互
い
に
耳
が
遠
く
な
り

微
笑
ま
し
い
語
ら
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

柿
の
実
も
葉
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
幸
一

■冬のおたのみしおはなし会
読み聞かせボランティアの皆さんによる楽しいおはな
し会です。当日はサンタさんからのプレゼントもありま
す！
●開催日＝12月19日（土）
●時間＝午前10時30分～午前11時30分
●場所＝図書館 学習室 ※変更になる場合もあります。
●参加費＝無料

リレー形式で、市民の皆さんにおすすめの一冊を
紹介してもらいます。

彼
岸
花
も
過
ぎ　

近
ご
ろ

少
な
く
な
っ
た
と
思
う

雀
も
数
羽
で
の
ひ
と
時
の

喋
り
が
聞
こ
え
静
か
に　

時
は

流
れ
ゆ
く
中　

秋
晴
れ
の
好
天
は
続
く

そ
の
中
で
初
夏
に　

一
杯
花
を

咲
か
せ
た
柿
の
花
は　

二
つ
結
実
し

一
つ
は
前
触
れ
も
な
く
生
育
途
中

道
端
に　

落
下
し
て
い
た

な
ぜ　

落
ち
た
の
か　

の
思
い
と

一
つ
残
っ
た
の
か
も　

考
え
な
が
ら

寒
さ
に
向
か
う
今　

残
る
柿
の
実
も
落
ち

葉
も
一
枚　

又
一
枚
と
全
て
の
落
葉
樹
は

衣
を
脱
ぎ　

夕
日
と
共
に　

晩
秋
に
沈
む

■「うちわでミニくま手」を作ろう
●開催日＝12月27日（日）
●時間＝午前10時～午前11時
●場所＝図書館 学習室
●定員＝5組（1家族1組）※定員になり次第締め切ります。
●参加費＝無料
●申込方法＝図書館カウンターに直接、または電話でお
申し込みください。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
平
成
28
年
か
ら
平
成
30
年
ま
で
の
広

報
紙
の
記
事
を
一
部
抜
粋
、修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
3
大
会
連
続
日
本
一

　

９
月
7
日
か
ら
11
日
ま
で
、
宮
城
県
仙
台
市
で
「
第

11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宮
崎
牛
は
、
肉
の
う
ま
味
を
表
す
成
分
の
含
有
量
が
高

い
こ
と
を
評
価
さ
れ
、
最
高
賞
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
獲
得
し
、「
お
い
し
さ
日
本
一
」
に
輝
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
29
年
10
月
号
掲
載
）

島
津
義
弘
公
銅
像
除
幕
式

　

3
月
4
日
、
道
の
駅
え
び
の
で
島
津
義
弘
公
之
像

の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
島
津
義
弘

の
功
績
を
た
た
え
、
末
永
く
顕
彰
し
、
地
域
振
興
に

生
か
す
た
め
、
島
津
義
弘
の
銅
像
を
つ
く
る
会
が
建

立
し
た
も
の
で
す
。
同
式
典
に
は
、
関
係
者
や
市
民

な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
30
年
4
月
号
掲
載
）

え
び
の
産
米
が
特
Ａ
を
獲
得

　

日
本
穀
物
検
定
協
会
（
東
京
）
が
発
表

し
た
「
平
成
27
年
産
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン

グ
」
で
、
え
び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
が
、
宮

崎
県
霧
島
地
区
と
し
て
、
県
内
で
初
と
な

る
最
上
位
の「
特
Ａ
」を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
　
　

   　
（
平
成
28
年
3
月
号
掲
載
）

広報紙で
振り返るえびの市50年のあゆみ
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お
い
し
く
減
塩
し
て
み
ま
し
ょ
う

ご
活
用
く
だ
さ
い
「
成
年
後
見
制
度
」

いきいき！健康■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

子どもの安 全を守りましょう！

ストーブによる火 災に注 意！

H e a l t h y  L i f e

10月の交通事故
発生状況

人　身 4件
物　件 20件

本年累計 17件
本年累計 254件

10月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災 3件
救　急 73件

本年累計 17件
本年累計 689件

　

今
年
度
改
定
さ
れ
た
「
日
本
人
の

食
事
摂
取
基
準
（
2
0
2
0
年
版
）」

で
は
、
1
日
の
食
塩
摂
取
目
標
量
が

成
人
男
性
7
・
5
g
未
満
、
成
人
女

性
6
・
5
g
未
満
と
な
り
、
今
ま
で

よ
り
も
さ
ら
に
厳
し
く
な
り
ま
し

た
。※
高
血
圧
お
よ
び
慢
性
腎
臓
病

（
C
K
D
）
の
重
症
化
予
防
の
た
め

の
目
標
量
は
6
ｇ
未
満

　

宮
崎
県
民
健
康
・
栄
養
調
査
に
よ

る
と
、
宮
崎
県
民
の
1
日
平
均
食
塩

摂
取
量
は
、
男
性
10
・
6
ｇ
、
女
性

9
・
2
ｇ
で
あ
り
、
目
標
量
を
超
え

葉・味
に
メ
リ
ハ
リ
…
1
品
に
し
っ
か

り
味
付
け
し
、
他
は
薄
味
に

・
う
ま
味
の
活
用
…
か
つ
お
節
・
い
り

こ
・
干
し
椎
茸
・
旬
の
野
菜

・
汁
物
は
具
だ
く
さ
ん
…
汁
の
量
が

減
っ
て
塩
分
量
が
少
な
く
な
り
ま
す

　

現
在
、
市
販
の
減
塩
タ
イ
プ
の
食

品
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。上
手
に

活
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
食

品
を
購
入
す
る
際
は
、
栄
養
成
分

表
示
の
「
食
塩
相
当
量
」
を
確
認
し
、

塩
分
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
食
塩
相
当
量
＝
塩
分

　

文
：
市
健
康
保
険
課 

後
藤
栄
養
士

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
味
を
薄
く
す
る
だ
け
で
は
も

の
足
り
な
く
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
工
夫
を
す
る
こ
と
が
塩

分
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
調
理
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

・
酸
味
の
利
用
…
レ
モ
ン
・
酢
・
ゆ
ず
・

へ
べ
す

・
香
辛
料
の
利
用
…
こ
し
ょ
う
・
七

味
・
と
う
が
ら
し
・
カ
レ
ー
粉
・
ゆ
ず

こ
し
ょ
う

・
薬
味
の
利
用
…
シ
ョ
ウ
ガ
・
ニ
ン
ニ

ク
・
ね
ぎ
・
か
ら
し
・
わ
さ
び
・
し
そ
の

め
、8
日
間
過
ぎ
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
可
能
で
す
。物
品
を
引
き
渡

し
済
み
の
場
合
は
、
事
業
者
に
速
や

か
に
返
還
を
求
め
ま
す
。既
に
貴
金

属
を
溶
か
す
等
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

時
価
に
よ
る
清
算
と
な
り
ま
す
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
消
費
生
活

相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
1
8
8
（
局
番
な
し
）

宮
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
8
5
‐
25
‐
0
9
9
9

市
消
費
者
相
談
窓
口（
火
曜
日
の
み
）

☎
35
‐
3
7
3
1

　
　

文
：
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

　

悪
質
な
訪
問
購
入
（
押
し
売
り
な

ら
ぬ
「
押
し
買
い
」）
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
が
増
え
て
い
ま
す
。「
不
用
品
は

何
で
も
買
い
取
る
と
電
話
が
あ
っ
た

の
で
来
て
も
ら
っ
た
。訪
問
し
た
業

者
か
ら
、
貴
金
属
は
な
い
か
と
強
引

に
頼
み
込
ま
れ
た
の
で
仕
方
な
く
見

せ
た
。
結
局
、
貴
金
属
を
買
い
取
ら

れ
、
2
千
円
を
受
け
取
っ
た
が
、
売

る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
で
返
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
と
い
う
も
の
で
す
。

　

悪
質
な
業
者
は
、
訪
問
の
目
的
が

貴
金
属
の
買
い
取
り
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
本
来
の
買
い
取
り
目
的

を
隠
匿
し
て
不
用
品
は
な
い
か
と
勧

誘
し
ま
す
。
そ
し
て
、
半
ば
強
引
に

安
い
価
格
で
指
輪
等
の
貴
金
属
を
買

い
取
っ
て
し
ま
い
ま
す
。貴
金
属
等

の
売
却
を
迫
ら
れ
た
ら
き
っ
ぱ
り
断

り
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
購
入
は
、
法
定
書
面
交
付
日

か
ら
8
日
以
内
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
法
定
書
面

を
受
け
取
っ
て
い
な
い
場
合
や
書

面
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
進
行
し
な
い
た

　

認
知
症
・
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が

い
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十

分
な
人
は
、
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど

を
管
理
し
た
り
、
介
護
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
や
施
設
へ
の
入
所
の
契
約
を
結

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
に
不
利
益

な
契
約
で
あ
っ
て
も
、
判
断
で
き
ず

に
契
約
を
結
ん
で
し
ま
う
な
ど
、
悪

徳
商
法
の
被
害
に
あ
う
恐
れ
な
ど
も

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
判
断
能
力

が
不
十
分
な
人
の
日
常
生
活
を
法
律

的
に
支
援
す
る
仕
組
み
が
「
成
年
後

見
制
度
」
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
、
法
定
後
見
制
度

と
任
意
後
見
制
度
の
2
つ
が
あ
り
ま

す
。

　

法
定
後
見
制
度
は
、
既
に
判
断
能

力
が
不
十
分
な
人
を
対
象
と
し
、
本

人
の
判
断
能
力
の
程
度
に
よ
っ
て

「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」
の
3
つ
に

区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
制
度
で

は
、
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
ば
れ

た
成
年
後
見
人
な
ど
が
、
本
人
の
意

思
を
尊
重
し
、
心
身
の
状
態
に
配
慮

し
な
が
ら
、
必
要
な
代
理
行
為
等
を

行
い
、
財
産
を
適
正
に
管
理
し
ま
す
。

　

任
意
後
見
制
度
は
、
本
人
に
十
分

な
判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
、
判
断

能
力
が
低
下
し
た
場
合
に
備
え
、
あ

ら
か
じ
め
自
ら
選
ん
だ
人
（
任
意
後

見
人
）
に
代
わ
り
に
し
て
も
ら
い
た

い
こ
と
を
契
約
（
任
意
後
見
契
約
）

で
決
め
て
お
く
制
度
で
す
。

　

制
度
に
つ
い
て
の
相
談
や
問
い
合

わ
せ
は
、
市
介
護
保
険
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
1
1
1
2

　
　

文
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

訪
問
買
い
取
り
業
者
に
注
意

　 気 温 が 下 がり、ストーブ などの 暖 房 器 具 を 使
用 する 機 会 が 増 えて い ま す。ストーブ による 火
災 の 多くは、使 用 者 の 注 意 不 足 によるもの で す。
次 のような 対 策をして、火 災を予 防しましょう。
1 . ストーブ の 周りは 常 に整 理 整 頓 する。
2 . ストーブ の 近くでスプレ ーなどを使 用しな い。
3 . 寝る時 はストーブを切る。
4 . 給 油をする際 はストーブを切る。
5 . カートリッジタンクの 口 金を完 全 にしめる。
6 . 燃えや すい 物 のそばで 使 用しな い。
7 . ストーブ の 近くに洗 濯 物 などを干さな い。

◯ 子どもが 被 害 にあわ な い た め に
・複 数で 登 下 校し、寄り道をしな い
・防 犯ブ ザーなどの 防 犯グッズを携 帯 する
・子どもが 外 出 する際 は 行き先を確 認 する
◯ 見 守り活 動 の 強 化

・登 下 校 の 見 守り活 動を強 化
・防 犯 ボランティアや 青 パト隊との 連 携
・人目の な い 危 険 な 場 所を把 握 する
◯ 不 審 な 人 物 や 車 両を見 か けたら

・近くの 商 店 や 民 家 に助 けを求 める
・すぐに「1 1 0 番」

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t
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会計年度任用職員募集

　市では、次の業務の会計年度任用職員を募集していま
す。

【募集人員】1人
【業務内容】移住・定住に関する業務の補助
【適任要件】パソコン入力（ワード・エクセル）ができる

人
【報酬】5,783 ～ 6,148円（日額）※通勤手当あり
【雇用期間】12月21日～令和3年3月31日
【勤務時間】午前9時～午後4時15分（月曜～金曜 ※祝日・

年末年始を除く）
【勤務場所】市企画課
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【申込期限】12月11日（金）午後5時
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時については、後日申込者に連絡します。
【申込方法】市様式の履歴書を市企画課定住対策係に直

接、または郵送（ 12月11日まで必着）で提出してくださ
い。
※市様式の履歴書は市企画課定住対策係にあります。
申・問市企画課 定住対策係
☎35-3713（直通）

出会いをプロデュースしませんか

　市では、独身の男女が出会えるイベントなどを開催す
る団体等に、事業費の一部を補助します。交流会や農業
体験、料理教室などのイベントを企画して、出会いをプ
ロデュースしてみませんか。

【対象者】市内に所在地がある法人や団体
【対象事業】独身の男女を対象とした出会いの場を提供

するイベントで次の要件を満たすもの
・参加者全員が独身で20歳以上
・参加者総数が10人以上
・参加者の男女比率が偏っていない（少ない方の比率が
全体参加者の3割以上）

・参加者の5人以上が市内在住者

【対象経費】会場使用料、各種借上料、広告宣伝費、講師・
司会者の謝礼・旅費、事務経費、消耗品費など

【対象外経費】飲食費（材料費含む）、賞品・景品代、参加
者の旅費・交通費など

【補助金の額】補助対象となる経費の全額（上限10万円）
【申込方法】申請書に必要事項を記入のうえ、市企画課定

住対策係に提出してください。 ※申請書は、市企画課で
取得するか、市ホームページ（ https://www.city.ebino.
lg.jp/ ）からもダウンロードできます。
※イベントの実施については、3密を避けるなど、新型
コロナウイルス感染症の拡大防止にご協力ください。
申・問市企画課 定住対策係
☎35-3713（直通）

出張窓口を開設します
「みやざき結婚サポートセンター」
　みやざき結婚サポートセンターでは、宮崎県の委託事
業として、結婚を望む独身男女の出会いの場を提供する

「1対1のお見合い事業」を実施しています。
　利用するには、県内3カ所（宮崎市、都城市、延岡市）
のセンターで会員登録手続きが必要ですが、次の日程で、
えびの市内に出張窓口を開設します。

【開設日】12月13日（日）
【時間】午前11時30分～午後4時
【場所】市内施設 

※施設の場所は、予約した人に直接伝えます。
【内容】新規の入会手続き、既存会員の相談
【対象者】20歳以上の独身男女で県内在住、または県外

在住で宮崎県に移住する意向のある人 
※インターネットおよび電子メールができる携帯または
パソコンが必要です。

【登録料】11,000円
【申込方法】出張窓口を利用するには、事前にみやざき結

婚サポートセンターへの予約が必要です。
※先着順に受け付けますのでご了承ください。
申・問みやざき結婚サポートセンター
☎0985-41-4110

指名競争入札参加資格審査申請書
（指名願い）の追加受け付け
　市では、建設工事および測量・建設コンサルタント等
の追加受け付けを行います。

【受付期間】12月1日（火）～ 12月25日（金） ※土・日曜、
祝日を除く

【受付時間】午前9時～午前11時30分／午後1時30分～午
後4時30分

【提出先】市財政課 入札・契約係
【提出方法】市財政課に原則郵送（市内に本店または営業

所がある事業所のみ窓口受付も可）
※郵送は12月25日の消印まで有効

【有効期間】令和3年4月1日～令和4年3月31日（1年間）
　詳しくは、市ホームページ（ https://www.city.ebino.
lg.jp/)で確認するか、市財政課入札・契約係へお問い合わ
せください。
問市財政課 入札・契約係
☎35-3716（課直通）

市制施行50周年記念広報撮影写真
展

　市では、市制施行50周年記念事業として、「広報撮影写
真展」を実施します。これは、この50年間で広報えびの
担当者が撮影し、広報に掲載されなかった写真を展示す
るものです。ぜひ、ご覧ください。

【開催期間】11月30日（月）～ 12月25日（金） ※土・日を除く
※12月6日（日）は、記念式典に併せて市文化センターホワ
イエに展示します。
※記念式典は、新型コロナウイルス感染症対策により座席
数が限られているため、招待客のみで実施します。

【場所】市役所2階ロビー
※お越しの際は、新型コロナウイルス感染症対策（マスク
着用・消毒等）にご協力ください。
問市企画課 情報係
☎35-3714（直通）

自宅からネットが便利「国税電子申
告・納税システム（ e-Tax）」

　「国税電子申告・納税システム（ e-Tax ）」では、自宅や
オフィス、税理士事務所などから、インターネットを利
用して国税に関する次のような各種手続きができます。
　なお、スマートフォンなどでも、電子署名を必要とし
ない一部の手続き等（納税、メッセージボックスの確認、
利用者情報の登録・確認・変更など）を利用できます。令
和2年1月からは、スマートフォンなどからマイナンバー
カードを利用したe-Tax送信のサービスも開始されまし
た。
　また、スマートフォン専用の両面を利用した所得税の
確定申告書の作成については、給与所得者（年末調整済
み）で、医療費控除またはふるさと納税などの寄付金控
除を適用して申告する人に加えて、2カ所以上の給与所
得がある人、年金収入や副業などの雑所得がある人など、
利用できる人の範囲を拡大するとともに、全ての所得控
除に対応することになりました。

【可能な手続き】
①所得税、法人税、地方法人税、相続税、贈与税、消費税
および地方消費税、酒税、印紙税の申告
②全ての国税の納税
③納税証明書の交付請求および法定調書の提出などの申
請・届出など

【 e-Taxのメリット】
①税務署に出向くことなく、インターネットで申告や納税な
どの各種手続きができる。
②申告書、申請書、添付書類をインターネットを利用して
提出できるため、ペーパーレス化につながる。
③書面で提出した場合より、還付金が早く受け取れる。
④納税証明書の交付請求手数料が、書面請求の場合より
安価である。
⑤マイナンバーに係る本人確認書類の提示または写しの添
付が不要である。
　詳しくは、e-Taxホームページ（ https://www.e-tax.nta.
go.jp/ ）でご確認ください。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内
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令和3年度保育所等の利用希望者は
申し込みをお願いします

　市では、令和3年4月以降の保育所等の入所について、
次のとおり利用の申し込みを受け付けます（令和3年5月
以降の年度途中からの利用希望者については、令和3年1
月から申し込みを受け付けます。）。
■保育所・認定こども園（保育認定）

【受付期間】12月1日（火）～ 28日（月）
【受付場所】市こども課 子育て支援係
【受付時間】午前8時30分～午後5時15分（下表の日時を

除く）
　現在、保育所等を利用している児童（在園児）につい
ても、令和3年4月以降の利用を希望する場合、新たに申
し込む必要があります。在園児を対象に下表の日程で各
園でも受け付けを実施します。

受付日 受付場所 受付時間
12 月 7 日（月） 認定こども園ふじ幼稚園

午後 3 時～
午後 6 時

12 月 8 日（火） 加久藤保育園
12 月 11 日（金） 京町こども園
12 月 14 日（月） 真幸認定こども園
12 月 15 日（火） なかよし認定こども園
12 月 17 日（木） 飯野保育園
12 月 21 日（月） 上江保育園
12 月 22 日（火） 和光保育園
12 月 23 日（水） 加久藤乳児保育園

　保育所等を利用するためには一定の要件があります。ま
た、申込書には、保育を必要とする事由を証明する書類の
添付が必要です。「令和3年度特定教育・保育施設および特
定子ども・子育て支援施設の利用案内」で確認してください。
　利用案内を含む申込書一式は、市こども課、飯野・真幸
出張所、市内各保育所等で配布しています。

【提出する申請書等】
①支給認定申請書兼保育所等利用申込書（2号・3号認定用）
②保育を必要とする事由を証明する書類（就労証明書、母
子手帳の写し、医師の診断書など）※詳細は①の用紙に記
載していますので、必要な書類を添付してください。
　入所および保育料の決定は、令和3年3月ごろに行う予
定です。なお、各保育所等への申し込み状況等によっては、
希望する保育所等への入所（兄弟姉妹同時利用を含む）が
できない場合があります。

■幼稚園・認定こども園（教育標準時間認定）
 各園が定める日時により、各園へ直接申し込む必要があ

ります。詳しくは、利用を希望する幼稚園等へお問い合わ
せください。

【提出する申請書等】
①支給認定申請書（1号認定用）
②入園申込書（各園によって異なります）
③その他必要となる書類（各園によって異なります）
申・問市こども課 子育て支援係
☎35-3738（直通）

特定子ども・子育て支援施設の利用
希望者は申し込みをお願いします

　市では、令和3年4月以降の特定子ども・子育て支援施
設（預かり保育、一時預かり、ファミサポ等）を無償化の
対象として利用する際の申し込みを受け付けます（令和
3年5月以降の年度途中からの利用希望者については、令
和3年1月から申し込みを受け付けます。）。
　現在、特定子ども・子育て支援施設を利用している児
童（在園児）についても、令和3年4月以降の利用を希望
する場合、新たに申し込む必要があります。
※市役所や各園での受け付けの日時・場所等については、
左欄の保育所・認定こども園の申込受付と同様です。
　特定子ども・子育て支援施設を無償化の対象として利
用するためには一定の要件があります。また、申込書に
は、保育を必要とする事由を証明する書類の添付が必要
です。「令和3年度特定教育・保育施設および特定子ども・
子育て支援施設の利用案内」で確認してください。
　利用案内を含む申込書一式は、市こども課、飯野・真幸
出張所、市内各保育所等で配布しています。

【提出する申請書等】
①子育てのための施設等利用給付認定・変更申請書
②保育を必要とする事由を証明する書類（就労証明書、
母子手帳の写し、医師の診断書など）※詳細は①の用紙
に記載していますので、必要な書類を添付してください。
③保育所等利用申し込み等の不実施に係る理由書（預か
り保育の利用を希望する人は不要）
　無償化の対象としての利用決定は、令和3年3月ごろに
行う予定です。なお、申し込み状況等によっては、希望

する施設の利用（兄弟姉妹同時利用を含む）ができない
場合があります。
申・問市こども課 子育て支援係
☎35-3738（直通）

市民交流喫茶に参加しませんか

　市国際交流センターでは、「市民交流喫茶」を開催しま
す。市民交流喫茶は、「えびのや近隣地域のことを知りた
い」、「えびのをもっと盛り上げたい」と思っている人に
参加してもらい、月1回ゲストを招いて講話を聞く楽し
いつどいです。同時に、地元の食材、産品を試食するなど、
ゲストと和やかに過ごしてもらうものです。ぜひ、ご参
加ください。
※新型コロナウイルス感染症対策を十分にとって実施し
ます。参加者は、マスクの着用と消毒の徹底をお願いし
ます。
■第1回

【開催日】12月17日（木）
【ゲスト】株式会社 BRIDGE the gap 代表取締役 青野雄介

氏
　小林市の地域おこし協力隊での活動後、飲食・ゲスト
ハウスなどを経営。4月からはアウトドアステーション
えびのの指定管理者の代表をしています。その熱い意気
込みを聞きます。
■第2回

【開催日】令和3年1月21日（木）
【ゲスト】音楽講師 小倉真里子氏

　長年、えびの市の音楽文化振興をけん引してこられた
小倉氏に「第九を歌う会」の現状を聞きながら、実際に
歌を披露してもらいます。また、参加者と一緒に童謡な
ども歌います。
■第3回

【開催日】令和3年2月25日（木）
【ゲスト】イチゴ農家 各

か が み

務 響
きょう

氏
　愛知県からえびの市に定住し、イチゴを栽培している
21歳の各務氏。その若い意気込みを聞きます。
■共通事項

【時間】午前10時～午前11時30分

【場所】市国際交流センター
【定員】25人程度
【参加費】全講話合わせて1,000円（紅茶等飲み物、地元

産品試食代等）※1回のみの参加は400円とします。
【申込方法】参加者の住所・氏名・電話番号を市国際交流

センターに電話でお申し込みください。
【申込期限】12月10日（木）

申・問市国際交流センター
☎35-3211

ご参加ください「コミュニティスクー
ル・ワークショップ」

　飯野高等学校コミュニティスクールでは、地域に開か
れた学校づくりとしてさまざまな活動を行っています。
今回は、「コミュニティスクール・ワークショップ」とし
て、次の2つの講座を実施します。ぜひ、ご参加ください。
■藍染め講座
　藍染め講座で、藍染めの魅力を体験してみませんか。

【開催日】12月5日（土）
【講師】御手洗英次氏
【募集人員】30人
【準備する物】エプロン、ハンドタオル（染めたいシャツ

やタオルなどの持ち込み可）
【申込期限】11月30日（月）

■ペン・筆ペン講座
　ペン・筆ペン講座でミニ色紙やはがきを書いてみませ
んか。

【開催日】12月12日（土）
【講師】宮田慶子氏
【募集人員】20人
【申込期限】12月7日（月）

■共通事項
【時間】午後2時～午後4時
【場所】飯野高等学校
【申込方法】飯野高等学校に電話でお申し込みください。

申・問飯野高等学校
☎33-0300



今月の表紙　≫ 今月の納税　≫ 人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

17,609人 （前月比 -28人）
男性／8,319人（-13人） 　女性／9,290人（-15人）
転入／30人  転出／40人  出生／7人  死亡／25人

8,182世帯 （前月比 -13世帯）

少 しず つ取 材 が増えてきました 。先 月は、いくつ か セミ
ナー の 取 材 をしました 。講 師 の 皆 さん の 熱 い言 葉 に、

感 銘を受けました 。（ 長 友 ）

家 庭 教 育 講 演 会 の取 材 に 行 きました 。音 楽と読 み 聞 か
せの 融 合 は、聴 いていてとても 心 地 良いもので、癒さ

れました 。（ 久保 田 ）

国民健康保険税 第5期
後期高齢者医療保険料 第5期

11月30日（月）までに納めましょう。

（令和2年11月1日現在）

11 月6 日、飯 野 小 学 校 児 童と
飯 野 高 校 生 が 稲 刈りを行 いま
し た 。飯 野 小 5 年 の 松 田 優

ゆ な

那
さん は「 い つ も食 べ て い る お
米 は 農 家 の 皆 さ ん が 頑 張 っ
て作 って い ることを 学 び まし
た 」と話していました 。

感染リスクが高まる「 5つの場面」に
気をつけて

　新型コロナウイルス感染症対策分科会が、感染リスク
が高まる「 5つの場面」についての政府への提言をまと
めました。年末年始を迎える前に、再度、感染予防につ
いて考えてみましょう。
■感染リスクが高まる「5つの場面」

【場面1】飲酒を伴う懇親会など
・飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注意力が低下す
る。また、聴覚が鈍くなり大きな声になりやすい。

・敷居などで区切られている狭い空間に、長時間、大人数
が滞在すると、特に感染リスクが高まる。

・回し飲みや箸などの共用は感染リスクを高める。
【場面2】大人数や長時間におよぶ飲食
・長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、深夜のはしご酒
は、短時間の食事に比べて感染リスクが高い。

・大人数（ 5人以上の飲食）では、大声になり飛
ひ ま つ

沫が飛び
やすくなる。

【場面3】マスクなしでの会話
・マスクなしで近距離で会話をすることで、飛沫感染や
マイクロ飛沫感染のリスクが高まる。

・昼カラオケなどでの感染事例が確認されている。車や
バスで移動する際の車中でも注意が必要。

【場面4】狭い空間での共同生活
・狭い空間での共同生活は、長時間にわたり閉鎖空間が
共有されるため、感染リスクが高まる。

・寮の部屋やトイレなどの共用部分での感染が疑われる
事例もある。

【場面5】居場所の切り替わり
・仕事での休憩時間など、居場所が切り替わると、気の緩
みや環境の変化で感染リスクが高まる。

・休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われる事例もある。

■感染リスクを下げながら会食を楽しむ工夫
【利用者】
・飲酒をするのであれば、「少人数・短時間」で、「なるべ
く普段一緒にいる人」と、「深酒、はしご酒などはひかえ、
適度な酒量」にする。

・箸やコップは使い回さず一人一人違うものを使用する。
・座る位置は斜め向かいにする（正面や真横はなるべく
避ける）。

・会話をするときは、なるべくマスクを着用する。
・換気が適切にされているなどの工夫をしているガイド
ライン順守のお店で行う。

・体調が悪い人は参加しない。
【お店】
・ガイドラインを順守する（従業員の体調管理やマスク
着用、席ごとのアクリル板の設置、適切な換気など）。

・利用者にマスク着用などの留意事項の順守や接触確認
アプリCOCOA（ココア）のダウンロードを働きかける。
■全ての場面で引き続き実践してほしいこと

・マスク着用や3密回避をする。室内では換気を良くする。
・集まりは少人数・短時間で行う。
・会話は、大声を出さずにできるだけ静かに行う。
・共用施設の清掃・消毒、手洗い・アルコール消毒の徹底
をする。
問市健康保険課 市民健康係
☎35-1116（直通）

「国際交流まつり〜歌・踊り・手品〜」
を開催します

　市国際交流センターでは、「国際交流まつり～歌・踊り・
手品～」を開催します。市民の皆さんの出演を基本とし、
ベリーダンス、フラダンス、ヒップホップなどの踊りに

加えて、世界の歌（英語による歌など）が披露されます。
ぜひ、ご来場ください。
※新型コロナウイルス感染症対策のため、事前に入場整
理券（無料）を配布します。

【開催日】12月12日（土）
【時間】午後5時～午後6時30分
【場所】市国際交流センター ロビー
【内容】世界の歌・踊り・手品

※世界の物産展示「めずらしもの展」も同時に開催します。
【定員】60人程度
【入場整理券】11月20日（金）から市国際交流センターで

配布します。※定数に達し次第終了
問市国際交流センター
☎35-3211

令和2年7月豪雨災害義援金へのご
協力ありがとうございました

　市では、令和2年7月の豪雨災害発生後に、市役所本庁、
飯野・真幸両出張所、道の駅えびのに義援金箱を設置し
ていました。設置した義援金箱により集まった義援金は、
熊本県人吉市や日本赤十字社を通じて、被災地に届けま
した。

【義援金累計額】120,140円
　なお、市が実施する義援金箱の設置は終了しましたが、
引き続き日本赤十字社や被災自治体が募集する義援金に
よる支援は可能です。
問市総務課 行政係
☎35-3711（課直通）

祝！ 100歳
いつまでもお元気で

長倉 タミさん
（飯野麓）

大辻 とめさん
（東川北）

10 月に 100 歳を迎えられた皆さんを紹介し
ます。

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書

広報 広報令和2年11月号 令和2年11月号25 24
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写真：苔むした倒木から生えているマンネンタケ（撮影：令和2年8月21日）
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）」
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